
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

星野学園小学校新聞 2023年(令和 5年) ５月９日(火曜日) 第 51号 

星野学園小学校 

埼玉県川越市上寺山 216-1 

〒350-0826 ℡049(227)5588 

1 

星野学園小学校 

www.hoshinogakuen.ed.jp/hes/ 

 

Ｗｅｂ 

 

 

三
年
ぶ
り
に
苗
場
ス
キ

ー
場
に
て
冬
の
学
校
が
行

わ
れ
た
。 

令
和
五
年
二
月
二
日

（
木
）
～
四
日
（
土
）、
四

年
生
～
六
年
生
は
一
足
先

に
出
発
し
た
。
久
し
ぶ
り

の
冬
の
学
校
で
あ
っ
た
た

め
、
数
日
前
か
ら
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
様
子
で
あ

っ
た
。
一
日
目
は
、
か
つ

て
の
感
覚
を
う
ま
く
取
り

戻
せ
ず
、
何
度
も
転
ん
で

い
た
が
、
二
日
目
に
な
る

と
、
感
覚
を
取
り
戻
し
、

低
学
年
が
あ
こ
が
れ
る
よ

う
な
滑
り
を
見
せ
て
い

た
。 高

学
年
は
、
二
日
目
の

夜
に
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を

行
っ
た
。
全
体
の
参
加
率

は
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と

意
欲
的
に
参
加
し
て
い

た
。
昼
と
夜
で
景
色
の
見

え
方
が
違
い
、
新
し
い
発

見
に
満
足
感
で
溢
れ
て
い

た
。
三
日
（
金
）
に
は
、

一
年
生
～
三
年
生
が
出
発

ナイタースキーも楽しく滑りました 

 

京
都
・
奈
良
宿
泊
学
習

１年生はスキーに初挑戦しました 

と
が
で
き
た
。 

 

一
日
目
は
、
奈
良
に
向
か

っ
た
。
児
童
は
、
最
初
に
見

た
「
東
大
寺
（
大
仏
殿
）」
で
、

そ
の
大
き
さ
、
荘
厳
さ
に
驚

き
感
銘
を
受
け
て
い
た
。
ま

た
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
方
の
お

話
を
よ
く
聴
き
学
び
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
夜
は
、

清
水
焼
の
絵
付
け
体
験
を
し

た
。
二
日
目
は
、
班
毎
の
タ

ク
シ
ー
見
学
と
な
っ
た
。
天

候
に
恵
ま
れ
、
水
面
に
映
る

美
し
い
金
閣
寺
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
大
徳
寺
大
仙
院

で
は
、
尾
関
宗
園
和
尚
様
の

お
話
を
聴
き
、
座
禅
体
験
を

す
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
。
三
日
目
は
、
嵐
山
で
ト

ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
り
、
雄
大

な
自
然
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
。 

京
都
・
奈
良
宿
泊
学
習
は
、

旅
館
の
方
々
、
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
さ
ん
等
、
地
元
の
人

達
と
触
れ
合
え
る
事
も
魅
力

の
一
つ
で
あ
る
。
宿
泊
学
習

を
終
え
た
児
童
の
表
情
は
、

充
実
感
と
達
成
感
で
満
ち
溢

れ
て
い
た
。 

 
 

（
木
戸
） 

六年間皆勤し、学業に鍛錬しました 

 

令
和
五
年
四
月
十
一
日

（
火
）
児
童
会
役
員
の
運
営

の
も
と
、
対
面
式
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
対
面
式
で
初
め
て

新
入
生
と
在
校
生
全
員
が
顔

を
合
わ
せ
た
。
児
童
会
長
の

言
葉
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

在
校
生
は
新
入
生
の
入
学
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
の
が

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
優
し

い
笑
顔
と
、
温
か
い
拍
手
で

新
入
生
を
迎
え
入
れ
た
。
温

か
い
空
気
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
七
十
四
名
の
新
入
生
が

入
場
し
た
。
嬉
し
そ
う
な
笑

顔
で
、
担
任
の
先
生
の
後
ろ

を
元
気
に
進
ん
だ
。 

対
面
式
が
始
ま
り
、
話
を

真
剣
に
聴
く
姿
は
、
す
っ
か

り
星
野
学
園
小
学
校
の
一
員

だ
っ
た
。 

 

対
面
式
の
最
後
に
は
、
在

校
生
と
新
入
生
が
向
か
い
合

い
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」
の
気
持
ち
を
込
め
て
お

互
い
に
礼
を
し
た
。
小
学
校

生
活
の
中
で
、
何
か
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
優
し
く

て
頼
れ
る
上
級
生
に
力
を
借

り
な
が
ら
、
星
野
学
園
小
学

校
で
の
六
年
間
を
充
実
し
た

も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
心
か

ら
願
っ
て
い
る
。 

（
福
田
） 

 

し
た
。
初
め
て
の
冬
の
学
校

に
、
朝
か
ら
早
く
出
発
し
た

く
て
う
ず
う
ず
し
た
様
子
が

伺
え
た
。
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
時
、
一

面
が
雪
景
色
へ
と
変
化
し
、

普
段
と
は
違
う
真
っ
白
な
景

色
に
釘
付
け
で
あ
っ
た
。 

実
習
が
始
ま
る
と
、
初
め

て
ス
キ
ー
を
行
う
児
童
が
ほ

と
ん
ど
で
、
ブ
ー
ツ
を
履
く

こ
と
に
苦
戦
し
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
困
っ

て
い
る
子
が
近
く
に
い
る

と
、
す
か
さ
ず
友
達
が
手
助

け
を
し
て
い
た
。
こ
の
一
年

間
で
友
達
と
の
関
係
性
を
築

い
た
成
果
が
現
れ
て
い
た
。

い
ざ
、
ゲ
レ
ン
デ
に
出
る
と
、

今
ま
で
歩
い
て
い
た
感
覚
と

全
く
違
い
、
初
め
て
感
じ
る

感
覚
に
興
味
津
々
で
あ
っ

た
。
実
際
に
ス
キ
ー
板
を
つ

け
る
と
、
す
ぐ
転
ん
で
し
ま

っ
た
り
、
自
分
の
意
図
し
た

方
向
と
違
う
方
向
に
進
ん
で

し
ま
っ
た
り
す
る
子
が
見
ら

れ
た
。
上
手
く
い
か
な
く
て

も
、
何
度
も
挑
戦
し
、
一
日 

先生方、大変お世話になりました 

 

入
学
式

 

校長先生から卒業証書を授与していただきました 

冬
の
学
校

令
和
四
年
九
月
二
十
九
日

（
木
）
～
十
月
一
日
（
土
）
に

京
都
・
奈
良
宿
泊
学
習
が
行
わ

れ
た
。
今
回
は
、
四
年
生
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
と
な
っ
て
い
た
五
年

生
の
二
学
年
合
わ
せ
て
の
実

施
と
な
っ
た
。 

 

京
都
・
奈
良
宿
泊
学
習
は
、

い
に
し
え
の
歴
史
に
触
れ
る

「
日
本
の
伝
統
文
化
学
習
」
で

あ
る
。
児
童
は
、
自
分
の
目
で

見
て
、
触
れ
る
実
体
験
を
通
し

て
、
歴
史
に
思
い
を
は
せ
る
こ 

令
和
五
年
三
月
十
四
日

（
火
）、
柔
ら
か
な
春
の
日

差
し
の
中
、
六
十
六
名
の

十
一
期
生
が
卒
業
の
日
を

迎
え
た
。
星
野
学
園
で
は
、

礼
法
指
導
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
厳
粛
な
雰
囲
気
で

式
典
を
執
り
行
う
の
が
伝

統
で
あ
る
。
卒
業
生
は
、

星
野
学
園
の
伝
統
を
体
現

し
、
在
校
生
へ
と
受
け
継

げ
る
よ
う
、
時
間
を
か
け

て
卒
業
式
練
習
を
行
っ
て

き
た
。
卒
業
証
書
を
受
け

取
る
卒
業
生
の
姿
は
凛
々

し
く
、
ま
さ
し
く
最
高
学

年
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

に
満
ち
溢
れ
た
顔
つ
き
で

あ
っ
た
。
送
辞
で
は
、
在

校
生
代
表
の
児
童
か
ら
、

六
年
生
へ
こ
れ
ま
で
の
感

謝
の
想
い
を
伝
え
た
。
答

辞
で
は
、
卒
業
生
代
表
の

児
童
が
、
六
年
間
の
出
来

事
を
回
想
し
、
最
高
学
年

と
し
て
の
思
い
出
や
苦

労
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感
じ
た

「
当
た
り
前
の
あ
り
が
た

さ
」
を
語
り
、
卒
業
生
も

六
年
間
の
小
学
校
生
活
に

思
い
を
馳
せ
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
。
卒
業
生
の
退
場

の
際
に
は
、
星
野
高
校
ウ
イ

ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
に

よ
る
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の

壮
大
な
演
奏
と
、
在
校
生
代

表
と
し
て
参
列
し
た
五
年

生
の
温
か
い
拍
手
が
卒
業

生
た
ち
を
見
送
っ
た
。 

式
典
終
了
後
に
は
、
ク
ラ

ス
役
員
の
保
護
者
の
方
が

主
催
す
る
、
校
長
先
生
を
始

め
と
し
た
先
生
方
へ
感
謝

を
伝
え
る
時
間
を
設
け
た
。

普
段
は
涙
を
見
せ
る
こ
と

の
な
い
卒
業
生
が
、
感
極
ま

り
、
思
わ
ず
涙
を
こ
ぼ
す
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。
卒
業
生

の
下
校
時
に
は
、
小
学
校
の

教
員
が
総
出
で
見
送
り
、
卒

業
生
の
新
た
な
門
出
を
祝

っ
た
。
卒
業
生
の
明
る
い
未

来
を
祈
っ
て
い
る
。（
山
田
） 

座禅は貴重な体験となりました 

 

考える五年生 

 

卒
業
式

６年生に座席を案内してもらいました 

 

 

考える五年生 

 

目
が
終
わ
る
と
き
に
は
緩
や

か
な
斜
面
を
滑
る
こ
と
が
で

き
て
い
た
。
初
め
て
の
ス
キ

ー
に
疲
労
感
も
伺
え
た
が
、

そ
れ
以
上
に
達
成
感
で
満
ち

溢
れ
た
表
情
で
あ
っ
た
。
三

年
ぶ
り
の
冬
の
学
校
は
、
三

日
間
と
も
天
候
が
違
い
、

様
々
な
雪
景
色
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
友
達
と

助
け
合
っ
て
友
情
を
深
め
、

一
年
の
ま
と
め
と
し
て
良
い

行
事
と
な
っ
た
。 

（
野
口
） 

 

天候に恵まれ、充実した３日間となりました 

令
和
五
年
四
月
十
日
（
月
）

星
野
学
園
小
学
校
に
七
十
四

名
の
新
し
い
仲
間
を
迎
え

た
。
久
し
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
前
の
入
学
式
が
戻
っ

て
き
た
。
七
十
四
名
の
新
入

生
は
、
六
年
生
に
手
を
引
か

れ
星
野
記
念
講
堂
へ
と
や
っ

て
来
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る

小
学
校
生
活
へ
の
期
待
と
不

安
が
そ
の
表
情
か
ら
伝
わ
っ

て
来
た
。 

式
典
が
始
ま
り
、
担
任
の

先
生
が
新
入
生
一
人
ひ
と
り

を
呼
名
す
る
と
「
は
い
！
」

と
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
返

事
を
し
、
校
長
先
生
に
礼
を

し
た
。
新
入
生
の
入
学
を
祝

う
、
校
長
先
生
の
お
話
に
も

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。 

式
典
を
終
え
、
教
室
に
戻

る
と
、
飾
り
つ
け
や
新
二
年

生
か
ら
送
ら
れ
た
歓
迎
の
お

手
紙
、
新
し
い
教
科
書
を
見

て
笑
顔
が
溢
れ
た
。
今
日
か

ら
始
ま
る
星
野
学
園
小
学
校

で
の
生
活
は
笑
顔
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。 

 
 
 

（
福
田
） 

 

対
面
式

校長先生や児童会長のお話をしっかり聴けました 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

星野学園小学校新聞 

一
学
年
は
、
八
十
一
人
全

員
で
国
語
の
授
業
で
学
習

し
た
単
元
「
た
ぬ
き
の
糸

車
」
の
演
劇
、
二
学
年
は
「
二

年
生
の
成
長
～
君
子
を
目

指
し
て
～
」
と
題
し
、
一
年

間
で
学
ん
だ
こ
と
や
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

教
科
ご
と
に
紹
介
し
た
。
三

学
年
は
新
し
い
教
科
「
総
合

的
な
学
習
」
で
研
究
し
て
き

た
「
身
近
な
地
域
の
紹
介
」

の
発
表
を
行
っ
た
。 

2023年(令和 5年) ５月９日(火曜日) 第 51号 ２ 

 

令
和
五
年
三
月
十
日（
金
）、

「
六
年
生
を
送
る
会
」が
行
わ

れ
た
。 

学
級
委
員
の
司
会
の
も
と
、

一
年
生
は
ダ
ン
ス
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
二
年
生
は
ダ
ン
ス
、
三

年
生
は
ク
イ
ズ
、四
年
生
は
ダ

ン
ス
、五
年
生
は
ダ
ン
ス
と
六

年
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
マ
ス

ゲ
ー
ム
を
準
備
し
、
六
年
生
の

卒
業
を
祝
っ
た
。各
学
年
趣
向

を
凝
ら
し
、卒
業
生
が
六
年
間

「
安
全
対
策
」
は
、
星
野

学
園
小
学
校
が
最
も
重
要

と
し
て
い
る
「
安
全
第
一
・

人
命
尊
重
」
を
学
ぶ
た
め

に
、
毎
年
行
わ
れ
る
行
事
で

あ
る
。 

埼
玉
県
警
察
非
行
防
止

班
「
あ
お
ぞ
ら
」
に
よ
る
「
安

全
対
策Ⅰ

」
は
、
令
和
五
年

四
月
十
三
日
（
木
）
に
行
わ

れ
た
。
今
年
度
は
、
体
育
館

に
て
対
面
形
式
で
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容

は
、
一
～
三
年
生
が
「
防
犯

教
室
」、
四
～
六
年
生
が
「
薬

物
乱
用
防
止
教
室
」
で
あ

る
。
防
犯
教
室
で
は
「
自
分

の
命
を
守
る
た
め
の
約
束
」

に
つ
い
て
動
画
や
ク
イ
ズ

を
通
し
て
主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
薬
物
乱
用

防
止
教
室
で
は
、
喫
煙
、
薬

物
、
行
き
過
ぎ
た
飲
酒
の
恐

ろ
し
さ
、
誘
惑
や
誘
い
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
手
段
を

学
ん
だ
。
子
ど
も
た
ち
一
人

 

考える五年生 

 

令
和
四
年
九
月
十
日
（
土
）

十
一
日
（
日
）
に
星
華
祭
が
行

わ
れ
た
。
星
華
祭
の
実
施
は
実

に
三
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。 

低
学
年
は
、
箏
曲
の
発
表
を

大
講
堂
に
て
行
っ
た
。
大
き
な

ス
テ
ー
ジ
上
で
、
大
勢
の
人
の

前
で
発
表
す
る
こ
と
は
全
員

初
め
て
で
あ
っ
た
。
リ
ハ
ー
サ

ル
か
ら
緊
張
し
た
様
子
が
見

ら
れ
た
が
、
本
番
に
な
る
と
、

緊
張
し
て
い
た
こ
と
が
嘘
か

と
思
う
ほ
ど
、
堂
々
と
し
た
演

奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
み

ん
な
で
心
を
一
つ
に
素
敵
な

演
奏
を
届
け
よ
う
と
す
る
姿

は
観
客
を
惹
き
つ
け
て
い
た
。 

高
学
年
は
、
班
を
作
り
、
自

分
た
ち
で
校
内
の
展
示
を
見

学
し
た
。
中
学
・
高
校
の
部
活

動
の
内
容
を
体
験
し
、
部
活
動

や
授
業
の
様
子
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
特
に
科
学
部
の
展

示
で
は
、
初
め
て
見
る
実
験
に

子
ど
も
た
ち
は
釘
付
け
に
な

っ
て
い
た
。 

各
学
年
と
も
本
番
に
向
け

て
し
っ
か
り
練
習
し
、
素
晴

ら
し
い
発
表
が
出
来
た
。
発

表
本
番
に
至
る
ま
で
、
子
ど

も
た
ち
同
士
し
っ
か
り
と
協

力
し
合
い
、
積
極
的
に
準
備

に
参
加
す
る
な
ど
こ
の
一
年

で
大
き
く
成
長
し
た
姿
を

所
々
で
見
せ
て
く
れ
た
。 

来
年
以
降
の
成
長
を
期
待

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
素
晴

ら
し
い
学
習
発
表
会
と
な
っ

た
。
（
下
田
平
） 

の
思
い
出
を
振
り
返
る
こ
と

の
で
き
る
よ
う
な
内
容
や
前

向
き
に
未
来
に
向
か
え
る
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛
り
込

ん
だ
。
卒
業
生
は
、
在
校
生
の

出
し
物
に
手
拍
子
を
打
っ
た

り
、
思
わ
ず
笑
っ
た
り
と
微
笑

ま
し
い
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
最
後
に
六
年
生
か
ら
の
お

返
し
と
し
て
、
ク
ラ
ス
合
唱
を

披
露
し
た
。
感
染
対
策
に
努
め

な
が
ら
、
三
年
振
り
に
ク
ラ
ス

合
唱
に
取
り
組
み
、
卒
業
前
に

ク
ラ
ス
一
丸
と
な
る
機
会
を

得
た
卒
業
生
は
、
休
み
時
間

等
、
隙
間
時
間
を
利
用
し
て
、

練
習
を
積
ん
で
い
た
。
卒
業
生

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
姿
を
見

せ
よ
う
と
自
ら
考
え
、
行
動
す

る
姿
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。 

別
れ
の
季
節
は
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
の
季
節
で
も
あ
る
。
後

輩
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
集
会

は
、
寂
し
い
も
の
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
進
級
に
向
け
た
気
持

ち
の
準
備
と
な
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。 

 
 
 
 

（
山
田
） 

 

令
和
五
年
二
月
二
十
一

日
（
火
）
に
一
～
四
年
生
を

対
象
に
星
野
ド
ー
ム
で
ラ

ジ
オ
体
操
講
習
会
を
行
っ

た
。
星
野
高
校
の
卒
業
生
で

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
ラ
ジ 

オ
体
操
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

を
さ
れ
て
い
る
戸
塚
寛
子

先
生
が
講
師
と
し
て
き
て

く
だ
さ
り
、
一
・
二
年
生
は

ひ
と
り
が
、
真
剣
に
向
き

合
い
、
自
分
の
こ
と
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

た
。 同

月
十
八
日
（
火
）
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
よ
る

「
携
帯
電
話
マ
ナ
ー
教

室
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
行
わ
れ
た
。
内
容
は

「
携
帯
電
話
の
使
用
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
」
で
あ

る
。
携
帯
電
話
の
適
切
な

使
用
方
法
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

ル
ー
ル
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
三
・
四
年
生
は
、
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
聴
く

こ
と
が
で
き
た
。 

星
野
の
安
全
対
策
で

は
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
こ
と
」
を
大
切
に
し

て
い
る
。
児
童
は
、
今
回

の
学
び
を
実
生
活
に
生

か
し
、
安
全
な
生
活
を
送

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
木
戸
） 

１年生 堂々と演じることができました 

考える五年生 

 

クイズ形式で楽しく学ぶことができました 

考える五年生 

 

２年生 論語について発表しました  

 

考える五年生 

 

 

３年生 工夫して発表することができました 

考える五年生 

 

６年生を楽しませようと頑張りました 

 

考える五年生 

 

真剣に話を聴くことができました 

令
和
五
年
二
月
十
八
日

（
土
）
に
学
習
発
表
会
が
保

護
者
を
招
い
て
星
野
記
念
講

堂
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

様
々
な
こ
と
に
興
味
関
心

を
抱
き
な
が
ら
、
学
業
へ
の

意
欲
を
高
め
て
ほ
し
い
。 

 
 
 
 

 

(
野
口) 

 

 

しっかり話を聴いて体操することができました 

 

 

考える五年生 

 

部活動の展示に興味津々でした 

考える五年生 

 

高校生が優しく教えてくれました 

初めてのステージでの発表です 

考える五年生 

 

「
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
」、
三
・

四
年
生
は
「
ラ
ジ
オ
体
操
第

二
」
の
体
操
の
仕
方
を
学
ん

だ
。 ま

ず
は
し
っ
か
り
準
備
体

操
を
行
い
、
そ
の
後
一
つ
一

つ
の
動
作
の
意
味
を
確
認
し

な
が
ら
、
体
操
の
仕
方
を
学

ん
だ
。
授
業
の
最
後
に
は
質

問
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

児
童
の
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
っ
た
。
星
野
高
校
の
卒
業

生
で
あ
る
戸
塚
先
生
を
、
テ

レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
子
も
多
く
、
児
童
は
、

終
始
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
先

生
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。 一

人
で
も
多
く
の
卒
業
生

が
社
会
で
活
躍
し
、
今
回
の

戸
塚
先
生
の
よ
う
に
本
学
に

戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
願
う

素
敵
な
時
間
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
下
田
平
） 


